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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
述語倫理について教える
Prolog についても、簡単に触れる
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
is-a、has-a などの知識が混とんと混じっていることを理解させる
知識の種類ごとに扱いが違ってくることの前提条件とする
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
離散構造1を思い出させる
論理式の使い道を教える
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
命題論理に変数がなかったので、記述が不自然になっていたことに気が付かせる
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
パラメータを取れること、変数を利用できることを理解させる
記述力が、命題論理より高いことを確かめる
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
全称　ぜんしょう
限量子　げんりょうし
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
述語論理の推論の過程を理解させる
このページの記法は、私独自のものなので、注意。
わかってもらえれば良い、程度の気持ちで推論の過程を書いている。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
父、親などの無味乾燥な記述ではなく、ゲームの状況も述語論理で表現できることを示す。
論理式で、状況を表現する方法を体験させる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
長所　ちょうしょ
短所　たんしょ
導く　みちびく
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Web上の prolog インタプリタで、ちょっとしたプログラムを体験させる。
課題にもつながるので、実際に授業中にサイトにアクセスして、動作をさせてみせる。

http://ioctl.org/logic/prolog-latest

Prolog DkE
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parent('"Taro", "Ichiro").
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father(X, Y) :- parent(X, Y), man(X).



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Prolog を詳しく教える必要はないが、人工知能用言語として、宣言的知識だけで推論できるプログラミング言語が研究されたことを理解させる。


Prolog 717> il

parent("Taro", "Ichiro").
parent("Taro", "Jiro").

parent("Taro", "Sakura").
parent("Hanako", "Ichiro").
parent("Hanako", "Jiro").
parent("Hanako", "Sakura").
man("Taro").

man("Jiro").

man("Ichiro").

woman("Hanako").

woman("Sakura").

father(X,Y) :- parent(X,Y), man(X).
mother(X,Y) :- parent(X,Y), woman(X).
daughter(X,Y) :- parent(Y,X), woman(X).
son(X,Y) :- parent(Y,X), man(X).



Query
son(X,"Taro").
X = "Ichiro"

X = "Jiro"

Query

mother(X, "Sakura").

X = "Hanako"

Query

father("Taro", "Jiro").

true
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Type 
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parent(X, "Ichiro").
parent("Taro", X).
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bird("Niwator1").
fly(X) :- bird(X). (EFITFEEEL)
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